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　　　F－17 物価上昇に対する無識調査誉i報一女計と消f-.着行動の一恵努‐
　　　　　　中村学園短大山下正子

　目的　昭和政年/び月に起きた石油危機左剪機として物不足パユックが勃免しう元れ

以前から上昇傾向にあ丿

狂乱物価と言われ犯物価ri>騰は家血生治左羞しく圧迫した。昭和幡年7月～将午1 月

の消葦着物価上昇率ぱぷ,2%で，昭和許年7月の3O.Z％IX来の上昇率であり，生活叱

需品の価格は高騰し，利年には実噴消督水導は下洛した。

　家命生活はこの物価高騰から此れることはでさない。しひし購＼方法左着え。うこと
や節約による家計支出抑制などによ√

物m上昇(T)中で日βを定した生活左営ぶこはいかにすればよいか，これを回的に．±
活状況や家庭で舒。でいる物価対噴の喫態左把握するため氷調査左試みた。

　方法　対象：福岡県在住の主辞如O ，。期間:B召和利年7月５日～/0日，調査用紙

を配布し, 自己記入左依頼した，mm

. I か月の平均家計収入階層to問分析方it：が楡起。

　結果　①昭和政年頁乙応べて物価が上昇したので■治が苦しくなっ瓦ものは産体で

延刻

全体でλ,,/..ヶλ以上｡(r)家族では址t%と冷か。だ。①－宥品の臓入は, 会い時に

買って又にjフを作るは蘇入/o～20万円芒約釦剛/0万円未満乙以)万円以上は使用中

のものがなくなるまで蜀t)ないび多かった。④最寄晶(y)購入li ま-,た店で購入するも
のび錨本r77./％と玲ぐ教店左比軟して購＼するもく0はλ刳にも満だなか，化。

　　　F－18　恥族則カカ・野策湊営り艮界

　　　　　　農格暫農使研　　満永奪チ

　旨的　野果の監湊It 兪ﾚﾒとｲもとし作目･こよっ1 ft'l%付面積か# 尺に供拾量と

迄恚,ご増加して，）3 .こ水，生食料哨t ，ヽヅーご，の吏化か, 升采o 宙漫麻包左受化^せ

７ヽりこt 左示秀i のであJ .しrし抒I-価格fl あ昧(* ，俑f者司価り^ 俵乙りjり

えし兼妥な呵胤が根起しt あり, S.身扉吏右解明T 3 こヽI*" ，価格安載とヽ･うI既jきヽ>(ヽ

b やz ぎ% 匙の課隻ごろ^ .　筏つて，この|t)危右土比，仮令ヽ, 9)僧しヽI 7経営^ ^要

者・うち，時に労功平目いﾔｱ心に誰討し, 吟皮ﾆあ‥T } 俵ぎ発Ik ヵ可能征左明りかド

す1 .

　方或　野菜りぷヵヽﾏ~ ( 向隻j タヽ｀露派ff象･こつヽ･T , 丸iCをぴあ3 長叶, 拡中= 条

東城. 岡心, 双城，千条一派菜較I- つヽ，て失露網査り?つ'':.　* うに家茉協明組合，

地咸衷峯絨瞼吟, あ･j:び淫ヽm暖寸t料薯J 併七赤村旅行I た.

　.^釆　%幹-ﾀ彷カダ経･宕主tE畔・宰－(r'fし、夫奸２ !a.り気合it命り

哺蓼it本巣か力作有峠向含東働（柏か大！<上- 回ト最良珈に･よ永疾fi 功限秀吟匈を

i 既-&.し、/ A I A 午嗇りI" は対を1)4 匈のクーペ’－ブーツ・原フマ<' ルt子け衷参

加力＼:本有ﾀｦ功左加永了I 七ゼの色壷崖Iよﾀしヽ= hヽ）｡こ*い対I複合七碑r付ヽ永族

引力限席時向右延えJ 虔合ヽ丿年旬／即時向V゛格没に丿球ヽ‥）か-特赦､乱r ち}。禾族

卵ヵ保有待削孟欠働時向か下回3 f-,のr- ,札　生一友卵力の省力化かた夜呵息ぐらいへ

萱襄知馴いこよ1 尺≪ 極桟の知?Iﾀﾞ利明柏八わ力畔(tl り)il布･- 欠i Tiif)呆きに･ワ

してロi ．


